
北海道立北見病院中間確認の結果について

１ (1) 名称等 名 称：北海道立北見病院 担 当 課

所 在 地：北見市北７条東２丁目２番１

施 病 床 数：許可：一般70床 人工透析：10床 北海道道立病院局経営改革課

設 診療科目：内科、心臓血管外科、循環器内科、 代表：011-231-4111

の 呼吸器内科、呼吸器外科、麻酔科 （内線25-855）

概

要 (2)北海道立北見病 オホーツク三次医療圏における循環器・呼吸器疾患の高度専門医療を担う。特に、循環器疾

院の担う医療機能 患については、圏域内唯一の心臓血管外科手術を担うとともに、高齢化社会を反映する合併

疾患（腎臓、呼吸器）に対応するため、内科、循環器内科、呼吸器内科、心臓血管外科、呼

吸器外科、麻酔科が相互に連携し、高度な医療を提供する。

２ (1) 指定管理者・指定期間 日本赤十字社（社長 大塚 義治）平成30年４月１日～令和10年３月３１日

指 (2) 業務の範囲 １ 一般疾患の治療に係る医療に関すること。

定 ２ 施設、設備及び備品の維持管理に関する業務。

管 ３ その他病院事業管理者が定める業務

理

の (3) 基本方針等 １ 基本方針

概 (ｱ) 道民の健康に資するため、地域住民から信頼される、良質で安全な専門医療を提供する。

要 (ｲ) オホーツク三次医療圏における循環器・呼吸器疾患の高度専門医療を担う。特に、循環

器疾患については、圏域内唯一の心臓血管外科手術を担うとともに、高齢化社会を反映す

る合併疾患（腎臓、呼吸器）に対応するため、内科、循環器内科、呼吸器内科、心臓血管

外科、呼吸器外科、麻酔科が相互に連携し、高度な医療を提供する。

２ 運営方針

(ｱ) 道民の平等な利用の確保に努めること。

(ｲ) 北海道立北見病院の効用の最大限の発揮に努めること。

(ｳ) 道民サービスの向上を図ること。

(ｴ) 利用者の意見を管理運営に反映させ、改善に努めること。

３ 維持管理方針

(ｱ) 施設等の適切な維持管理に努めること。

(ｲ) 危機管理を徹底し、北見病院利用者の安全確保に努めること。

(4) 利用料金制度 導入（平成30年度から）

(5) 負担金額 ３,１００,０００千円

３ (1) 実施期間 平成３０年度～令和２年度

中 (2) 業務実施状況 ［運営業務］ ［維持管理業務］

間 項 目 評 価 項 目 評 価

確 １ 病院運営 ■適切 □検討 □改善指示 １ 施設等の管理業務

認 ２ 医療提供業務 ①施設保守等 ■適切 □検討 □改善指示

①基本的医療機能 ■適切 □検討 □改善指示 ②衛生管理 ■適切 □検討 □改善指示

②政策的医療機能 ■適切 □検討 □改善指示 ③警備等 ■適切 □検討 □改善指示

③安全で安心な医療の提供 ■適切 □検討 □改善指示 ④除雪 ■適切 □検討 □改善指示

３ 利用料金等収受業務 ■適切 □検討 □改善指示 ⑤芝、草刈 ■適切 □検討 □改善指示

４ 事故処理等 ■適切 □検討 □改善指示 ２ その他 ■適切 □検討 □改善指示

５ 災害時対応 ■適切 □検討 □改善指示

６ 各種報告等 ■適切 □検討 □改善指示 適切：適切に実施されている。

７ 指定管理者の名称の表示 ■適切 □検討 □改善指示 検討：取組方法等を検討する必要がある。

８ その他 ■適切 □検討 □改善指示 改善指示：不適切であり道が改善指示を行う。

(3) 目標達成度

区 分 H30 R1 R2 評価Ｂ：目標達成に対し、一定程度の努力評価ができ

評価点合計 7.5点 8.0点 8.3点 るが、一層の努力を要する。

うち調整点 ０点 0.2点 1.7点 評価Ｃ：目標達成に対し、更なる努力が必要で、取組

評 価 C B B 方法の検討を要する。



(4) 学識経験者の ○北海道と指定管理者との連携の強化により、医療機能の充実が図られており、運営業務お

主な意見 よび維持管理業務の個々の内容についても、指定管理者として、適切に要求水準を満たす運

営ができていると評価できる。

・オホーツク第三次医療圏における唯一の心臓血管外科であることや診療科の特殊性はある

が、地域医療構想の議論も踏まえ、病床数の適正化や病床利用率の向上が今後の課題と思わ

れる。

・医療提供における、目標の達成度についても、指標値に及ばない実績を示すものもあるが、

基準年度と比較し、毎年漸次向上していると見受けられる点、評価する。

・利用者満足度については、安定的に推移しているが、今後は、より向上がはかれるよう管

理者の更なる努力を期待する。

(5) 中間確認結果 平成30年度から令和２年度までの実施期間において、指定管理業務の全ての項目が適切に実

施されていると評価する。

なお、病床利用率について、より向上が図られるよう努めること。


